

































































































2016年度の受講者数は 3～ 4回生 29名であった。授業のために購入したバロックリコーダー演習
の時間が、もっと欲しかったという 2015年度の学生の希望を反映し、手作り楽器の時間を減らすこ
とにした。その際、素材の準備がしやすいこと、できるだけ汎用性があると思われる楽器に限定する















けないのが痛かった」などの回答が受講者 31名中 3名いたことによる。そして、2016年度はこの 3














































































音が出て楽しかった うれしかった 9 3.7 9 5
作るのが楽しかった 1 0.4 4 2.2
上手く作れたら面白いだろう 1 0.4 0 0
簡単に作れた　すぐできた　意外と簡単 28 11.5 21 11.7
作るのも
鳴らすのも簡単
簡音を鳴らすのが簡単 3 1.2 5 2.8
簡単に作れたけど否定的 3 1.2 0 0




ボランティア先で実践した 1 0.4 0 0
活用法を考える時間が欲しかった 1 0.4 0 0
もっと工夫があったらなお良い 0 0 3 1.7




面白い音　フクロウみたいな音 5 2 5 2.8
意外な音　変わった音 1 0.4 4 2.2
鳴らし方や素材の違いで音に表情が出る 8 3.3 10 5.6
身近な素材で楽器が作れて驚いた 14 5.7 6 3.4 素材の意外性 意





作るのが難しい 45 18.4 15 8.4
鳴らすのが難しい 11 4.5 8 4.5
鳴らない 42 17.2 9 5 鳴らない 不鳴





素材についての前説を詳しく 5 2 1 0.6
素材の使い方が上手くいかなかった 2 0.8 0 0
素材を買うのが嫌 3 1.2 1 0.6
かさばる 0 0 2 1.1 作った楽器への
不満
不
意外性がなく面白くない 3 1.2 3 1.7
悔しかった　残念だった 3 1.2 0 0
上手くできない
自分が下手だった 1 0.4 0 0
活用度を見いだせない 0 0 7 3.9 楽器自体への
否定的な見方
否
説明だけでよく、作る必要はない 1 0.4 1 0.6
素材や使用器具に危なさがある 5 2 2 1.1
小学生には無理




































































静かな湖畔 1 伝言ゲームをする 1
































































































平成 27年 12月と平成 28年 12月の答申に沿って、手作り楽器の有用性等を見出すこととする。
1）教員の資質に関して
平成 27年 12月に「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～（副題略）～」の





















































































































































１）J.Paynter＆ P.Aston『Sound and Silence』Cambridge University Press 1970／ J.ペインター＆ P.アストン著 山本文茂・
坪能由紀子・橋都みどり共訳 『音楽の語るもの―原点からの創造的音楽学習』 音楽之友社 1982








中学年・高学年 3巻セット >（小学校音楽映像指導資料）』DVD-ROM 学事出版社 2014　現職教員の授業の映像で、
授業者本人による授業のポイントなどもインタビュー形式で紹介されている。




















・村山 ひろみ「「ドラムサークル」を用いた生きる力のための音楽指導 : 他との協同による「音楽づくり」の指導」『福
山市立女子短期大学研究教育公開センター年報』7　123-128　2010

